
（別紙３）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 21 （回答者数）
13

～ 令和7年1月24日

（対象者数） 6 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 低学年向け、高学年向け等、プログラムの細分化が必要。

2 今後も、児童が楽しみながら学べるプログラムを提供する。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保護者への聞き取りを行い、必要があるかも含め検討する。

2
地域の児童クラブや児童館との連携し。交流の場を設ける取

り組みをする。

3 マニュアル等の掲示、説明等を定期的に行う。

活動プログラムの充実

プログラムが固定化しないよう、職員間で意見や案を出し合っ

ている。個々の特性や好みに合わせた活動を用意している。

長期休業日は、児童の意見を取り入れた活動、外出レクや体験

活動を積極的に行い、遊んで学べる療育支援を行っている。

活動スペースの広さ

事業所内の活動スペースも広いが、地域の方からお借りした空

き地で、体を動かす、生き物探し、植物を育てる等、様々な活

動をしている。

非常の対応について 非常時マニュアル等の説明不足。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者に向けた研修、保護者参加型イベントの開催。 家族の参加しやすい環境づくりが十分に整っていない。

放課後児童クラブや児童館との交流、その他地域の子どもたち

と活動する機会がない
地域の児童クラブや児童館との連携体制が確立されていない。

令和7年1月8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 サニー

○保護者評価実施期間
令和7年2月6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


